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初期状態の部分系の von Neumann エントロピーで表されることを示した。また Hayashiらは
Bennettらが考察したエンタングルメント抽出に関して、強逆性と呼ばれる情報論的な性質が成
り立つことを示した。これらをまとめることで、許容誤差のもとで生成できる EPRの最大個数は
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による変換レートを導出した。さらに、以上の結果をいくつかの問題に応用した。まず LOCC及び
決定的変換によって対象を記述するという枠組みは、古典情報理論の乱数生成の問題と類似の数
学的構造を持っていることが知られており、この知見を用いることによって独立同一な一様でな
い乱数の間の最適な変換レートを導出することができた。これは量子情報理論の手法を古典情報
理論に還元することでなされており、通常とは逆向きの応用であり理論的に興味深いと考えられ
る。また量子情報理論における応用として、LOCCクローニングの問題を取り扱った。これは特定
のエンタングルした純粋状態がいくつかあった場合に、その個数を LOCCのみを用いてある許容精
度の下で増やすという問題である。この問題に対して、最適なクローニングレートを導出するこ
とができた。さらに別の応用としてエンタングルメント抽出操作の精度が上がれば上がるほど、
その後に行える初期状態の復元操作の精度は下がるという結果が得られた。その結果として、エ
ンタングルメント抽出の漸近的な非可逆性を明確なトレードオフ関係を導出することで示した。
本研究は許容誤差の下で LOCCのみを用いて、いくつの望む量子状態を用意できるかを問題を二次
の漸近論と呼ばれる精密な手法で解析している。二次の漸近論は今日の情報理論において、集中
的に研究されている対象であり、その分野への知見を深めることができるという意味で理論的な
意義があると考えられる。 
